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　第5週齢のPit-1TGと対照ラット（wild-type littermates ;WT rat）を、①WT rat、リセド







リセドロン酸治療群において糸球体基底膜肥厚の改善を認めた（TG-R : 177.8 ± 35.6nm、




























的意義が高い。また、国際誌International Journal of Endocrinologyに掲載されており学
位論文として評価に値すると判断した。
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